
インフルエンザ予防接種を受けた方へ
主に、任意接種の方への説明になります

接種当日は副作用の出現を見逃さないように全身状態の観察を十分

に行って下さい。そのために

○ 過激な運動は控えて下さい。

○ 暴飲暴食、深酒なども禁物です。

○ 通常の入浴は何の問題はありませんが、熱いお湯に長時間入る

のは、のぼせる可能性があるので控えましょう。

○ 注射部位を清潔に保つようにしましょう。

インフルエンザワクチンの解説
2011 0.25ml 0.5ml接種量は、 年より３歳未満 、３歳以上

予防接種の量と回数は年齢と免疫状態で異なります。

６ヶ月～１２歳：２週間～４週間の間隔で 接種を行う。２回

１３歳以上：毎年予防接種を行っていた人や、近年に実際のインフル

エンザに数回罹患したことのある人は 接種。１回

出来るだけ効果を高めたい人は 接種( の間隔）２回 1-4W
６５歳以上：平塚市が行う公費負担の予防接種は だけです。１回

規定の接種を終えて大体２週間後から予防効果が出始めて、その効

果は５ヶ月程持続すると言われています。もちろん個々の免疫状態や

免疫応答の差で必ずしも一律ではありません。（季節性のデータ時）

、昨年株から変更されていますH1N1
Ａ／ビクトリア （ ）( ) ＊/4897/2022 IVR-238 H1N1 pdm09
Ａ／ダーウィン （ ）( )/9/2021 SAN-010 H3N2
Ｂ／ﾌﾟｰｹｯﾄ／ ／ （山形系統）（Ｂ型）3073 2013
Ｂ／オーストリア／ ／ ( )（ビクトリア系統）1359417 2021 BVR-26

＊法律上、新型とはもう言わなくなりました。 型とでも？？A2009

副反応

注射部位が痛痒く赤く腫れることがよくありますが（１０％強程）数日で

消失します。

過敏症；まれに発疹、蕁麻疹、紅斑、掻痒等が現れることがある。

全身症状；発熱、悪寒、頭痛、倦怠感、おう吐、腹痛、下痢等を認める

ことがあるが、通常、２～３日中に消失する。

重大な副反応

１）ショック、アナフィラキシー様症状（蕁麻疹、呼吸困難、血管浮腫）

２）急性散在性脳脊髄炎（ＡＤＥＭ）、３）ギラン・バレー症候群、

４）けいれん、５）肝機能障害、黄疸、６）喘息発作、７）紫斑病 等

これらの重大な副反応の経験はありませんが、報告がある以上は十

分に全身状態の観察を行って下さい。また、気になる症状が現れた

ら、必ず医師の診察を受けて下さい。

他の予防接種との接種間隔

インフルエンザワクチンは不活化ワクチンで、一昨年の 月から他10
のワクチン接種まで間隔を空ける必要は無く、同時接種も必要に応じ

可能です。コロナワクチンも同様の扱いになります

有効性；健常者のインフルエンザ発病割合が７０－９０％減少、一般

高齢者の肺炎・インフルエンザによる入院が３０－７０％減少、老人施

設入所者のインフルエンザによる死亡が８０％減少した等の報告があ

る。年少者の有効性は一般に低いとされています。

【注意】！！
当院で１回目の接種を受けた方の２回目ワクチンは

４週間確保してあります。４週間以内に来られない時は

必ず連絡して下さい。
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